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防災セミナーin 県立笠田高等学校 

 

県立笠田高等学校の２年生（７８名）を対象に、全３回の防災セミナーを開催します 

災害時には、「人の役に立ちたい」という気持ちが生まれます。その気持ちを大切にしながら、まずは、

自分自身が被災すること（当事者になること）を考えます。自分が困難を経験するからこそ、まわりの

困りごとや大変さに気づける。さらに、いつものくらしのありがたさや温もりも感じる。 

『特別なことではなく、普段からの周囲への声かけ、思いやり（ちょっとした優しさ）が最強の防災』

につながることを高校生が考えます。 

 

１．日 時 ： 令和８年１１月１１日（水）・１８日（水）・２５日（水） 

３日間とも午後１時３５分から午後２時２５分 

 

２．場 所 ： 県立笠田高等学校 

（住所）伊都郡かつらぎ町笠田東 825（電話）0736-22-1029 

 

３．出席者 ： 県立笠田高等学校普通科２年生 ７８名 

 

４．内 容 ： ▶第 1回（11/11）『もしも、大切なモノが奪われたら…』 

 災害で「大切なもの」を失う葛藤をグループワークで模擬体験して、地域での被災

事例を通じて防災を“自分ごと”として捉えます。 

▶第 2回（11/18）『自分たちにできること』 

 災害時に「自分ができること、できないこと」について考えるグループワークから、

「助けを求める」こと、「伝える、つなぐ」ことの大切さを学びます。 

▶第 3回（11/25）『ともに生きるチカラにむすびつける』 

 県社会福祉協議会からのゲストスピーカーによる講話や生徒からの質疑応答を通

じ、日常のつながりや思いやりが最強の防災につながることを確かめ合います。 

 

 

 

令和８年９月 28日 

資 料 提 供 

担当課 （室） かつらぎ町 社会福祉協議会 

担 当 者  地域係  澤本真希 

電話 （代表） 0736-22-4311（内線）4001 

・知識を教え込むのではなく、「大切なものをあきらめる葛藤」を模擬体験することで、高校生が

自分自身の感情として防災を「自分ごと」として引き寄せます 

・ひとりで抱え込まず、困ったときに周りに頼ったり誰かにつないだりする姿勢こそが「共助」の

第一歩になることを伝えます 

・かつらぎ町での豪雨災害エピソードや災害支援を知るゲストスピーカーとのやりとりを通じて、

教科書だけでは学べない現場の実際を学びます 

見どころ・ポイント 


